研修出張様式５


研修報告書

	所　　属　南山苑　通所リハビリテーション　職　種　介護　　　　　氏　名　　新谷　大

	期　　間　　平成　18年　10月　15日　～　平成　18年　10月　15日

	出張目的　　第１５回青森県老人保健研究会

	出 張 先　青森市ぱるるプラザ

	研修に関する考察（プログラム毎に）　　　　　　　研修要旨（プログラム毎に）


平成18年10月15日、青森ぱるるプラザにて老健大会が開かれました。発表者として参加し、大きな舞台で発表するという経験をさせて頂き、今後仕事をしていく上でとても貴重な体験となりました。また県内の他施設の研究内容には『音楽療法』等、当施設でも行えるような研究内容もあり、今回の老健大会は私にとってとても有意義なものとなりました。

　特別講演では『介護報酬と療養病床の今後』として厚生労働省の先生のお話を伺うことができました。今現在の介護・看護の事情や、今後の介護の形態、リハビリテーションの推進など、通所リハにとって重要な講演をしていただきました。また、『今後の高齢者施設の問題』としてシンポジウムも行われました。共感できる意見として、「地域性の違い」という意見の中に、「冷暖房費の大きな違いや習慣・生活の違いを考慮したうえで介護報酬を組むべきだ。」というものがありました。また私の考えとして、費用の問題だけではなく、現場に立ちサービスを提供する私達もこの地域性(習慣・生活の違い)をよく理解したうえで提供する事が大事だと考えました。やはり同じ地域に住んでいると、自分の地域性と対象となる方の地域性がはっきりわかりません。しかし、違う地域の習慣から見ると、とても驚くような習慣だったりします。地域性を理解した介護サービスを展開するには、自分の地域性を基点に考えるのではなく、大きな視野で見ることが大切だと考えます。地域性に限らずその他の仕事も同様に大きな視野で見る事で業務に活かせるような、たくさんの発見や理解ができるのではないでしょうか。

　新人として今回の研修に参加させて頂き、とても勉強になりました。新人だからこそできた新たな発見や疑問に気付く事ができ、また、理解できずに悩む研究もありました。どちらにしろ、私自身がサービスを提供し利用者様に満足して頂くサービスを展開していくには欠かせないものとなりました。今後今回の研修をどのように活用していくか、またどの様に活用したら満足して頂けるのか私自身考えながら精進していきたいと考えます。
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